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抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数
子ども 362 大切 44 大人 28
思う 271 虐待 43 勉強 28
自分 163 感じる 41 食べる 26
発表 146 授業 41 面白い 26
知る 139 影響 37 それぞれ 25
調べる 130 教育 37 知識 25
親 97 前回 36 興味深い 24
人 88 グループ 34 知れる 24
聞く 83 楽しい 34 発達 24
違う 82 気 34 様々 24
たくさん 81 良い 34 他 23
分かる 81 学ぶ 33 遊び 23
テーマ 68 特に 32 意見 22
今回 67 グループワーク 31 深い 22
内容 66 今 31 アレルギー 21
考える 63 将来 31 育てる 21
多い 54 驚く 30 見る 21
話 47 環境 28 児童 21
子 44 興味 28 必要 21























































































































































































































用 と し て の 動 機 づ け（Socially Shared 
Regulation of Learning；SSRL）が参考に
なる。SSRLでは，学び合いとはお互いの学
びのあり方を調整しあい，それらを社会的に
共有していくプロセスであると捉えている。
ともに自ら学び続けるプロセスにおいて「動
機づけ」「動機づけられる」存在（相互性）
として，一人ひとりの学習者のありようを捉
え直す視点が含まれている（伊藤，2017）。
本研究では，女子大学生を対象としているこ
と，また対象となった「児童学概論」の講義
は学習の積み重ねによる講義内容ではないこ
とから，学びに躓く学生を助ける文脈よりも，
テーマ設定や発表方法に優れている学生や違
う視点や考えをもつ学生に出会う文脈の中
で，学生同士の対話が広げられたことで，相
互作用が生まれたものと考えられる。学習動
機づけの「対等性」からの学びあいにより得
られたものであると考えられた。アクティブ・
ラーニングを導入する授業においては，グ
ループワークを導入するだけでなく，その中
での学生同士の対話が対等に行われ，自分と
は異なった考えや気づきに触れることができ
ているかを確かめながら展開されることが望
まれる。
2．本研究の限界と今後の課題
　本研究の限界と今後の課題としては，以下
の3点が挙げられる。
　本研究では，記述によるテキスト分析を試
みたが，分析対象となった各回の振り返り
シートは，記名式であり，また著者が授業者
として目を通すことが分かっていたもので
あったため，否定的な記述はほとんどみられ
ておらず，肯定的な面がとりわけ報告された
可能性は否定することができない。
　また，今回は，振り返りシートの記述部分
の分析を計量テキスト分析に基づき行った
が，客観的な指標として，意欲や関心，具体
的な行動等を図る調査項目を設け，主体的な
学びの姿を評価していくことも必要である。
　さらに，今回は，約100名の記述を同時に
分析を行ったが，学生の主体的な学びのプロ
セスを可視化していくために，同一グループ
内での記述を質的に分析することを通してグ
ループワーク内での学びの深まりを検討して
いくなど，より詳細な検討が求められる。伊
藤（2017）は，自ら学び続けるプロセスに
おいて，学びの動機づけを協調しあうという
見方は依然として未開拓である，今後のさら
なる展開が期待されることを指摘しており，
グループメンバー間でどのように「動機づ
け」「動機づけられる」存在であったのかを
検証していくことが今後の課題である。
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